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講習数 受講者数 講習数 受講者数 
平成 21 年度 521 7 481 51 1,066 
平成 22 年度 356 3 291 33  554 
 
 
平成 22 年度の受講者数は，前年度と比べて，必修が約 6 割，選択が約 5 割と大幅に減少した。平成 21 年秋に政
権交代が実現すると間もなく，「教育職員免許法」の見直し等が報道されたこともあって，受講対象者に相当の混乱
があったものと思われる。 
なお，必修の講習数について補足すると，大学側では 1 講習当たりの受講定員を 120 人とし，福井県教育委員会







必修領域については，福井大学独自のプログラムで実施している。その特徴は，①必修 12 時間に選択 6 時間を加
えて 18 時間（連続 3 日間）の講習にしたこと。②教職大学院のノウハウを生かし，「省察」型の講習にしたこと。
③少人数グループによる話し合いを基本にし，そのグループ編成は，校種，年齢，教科等の壁を解いたことなどで
ある。 
①については，平成 20 年度予備講習の結果を踏まえて，計画・立案したものである。当初から，必修 12 時間だ
けでは，いきおい，多人数伝達型の講義になってしまい，それでは，「教師への敬意」は十分に図られないとも考え
ていた。もちろん，第 3 日目の選択 6 時間を選択するか否かは，受講者自身の選択によるものであるが，私たち必
修講習担当者としては，できるだけ 3 日間受講してほしいと願って，平成 21 年度の福井大学更新講習のホームペー
ジには，「3 日間連続受講を推奨」と記載した。その結果，必修受講者の約 7 割が第 3 日目の選択も受講する状況で
あった。しかし，平成 22 年度には，この「推奨する」という表現を削除したこともあって，3 日連続の受講者は全
体の約 35％と半減した。今後の検討課題であると考えている。 
②については，実践事例の展開や受講者自身の実践の展開を他の実践者にも理解できるように叙述することで，
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なお，平成 22 年度の必修領域（3 日間）のプログラムは，次のとおり。 
 
第 1 日目（必修） 

























第 2 日目（必修） 















第 3 日目（選択 A） 






















福井大学の更新講習のホームページには，募集開始時点で「実施要項」を掲載し，2 日間ないし 3 日間の日程とと
もに，評価基準も示している。特に，その中に，「3 つの種」がある。これは，第 1 日目の最初，自己紹介の時間を
少し長めに取って，「実践経験を伝え合う・聴き合う」時間として設けている。受講者自身が取り組んできたこと，
大切にしてきたこと，直面してきた課題，教師としての転機となったこと，語り継ぎたいこと，共有し考え合いた
いことなど，様々な経験の中から 3 つのことを選んで，A4 判用紙 1 枚にまとめてきてもらい，これをもとに自己紹
介してもらうことにしている。実際，この「3 つの種」の語り合いが，2 日間ないし 3 日間の講習全体の雰囲気を方
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に，第 2 日目のホームでの実践事例の共有や第 3 日目のクロスセッションでは，長めの時間を取って，一人当たり
の発表時間を十分に確保できるように工夫している。特に，平成 22 年度の第 3 回については，第 2 日目のクロスセ





講者が作成し，提出された最終レポートの中から，優秀なものを 19 点選んで，「最終報告書」として発刊している。 
平成 21 年度の更新講習でも，報告書を作成していくことで臨み，「最終報告書」を講習会場に展示するとともに，
受講者に報告書作成の趣旨を説明し，理解を求めた結果，実践記録について 5 点，自身の教育実践について 23 点の
レポートを「2009 年度報告書」に掲載することができた。平成 22 年度も，講習会場にこの報告書を展示したところ，
受講者にはとても好評で，休憩時間等に熱心に読んでいる姿が多く見られた。 
「2010 年度報告書」（本書）については，2 日間の受講者数と 3 日間の受講者数のバランスも考慮しながら 40 名
の受講者を選んで依頼したところ，ほとんどの方から承諾が得られ，最終的に，実践記録について 25 点，自身の教






営面」の 3 項目について，回答してもらっている。 
平成 22 年度の「教育実践と教育改革Ⅰ」（必修）の 3 項目の平均は，「よい」が 45.2％，「大体よい」が 48.9％，「余
り十分でない」が 5.6％，「不十分」が 0.3％であり，「教育実践と教育改革Ⅱ」（選択 A）の方は，同様に，「よい」
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 ずれにしても，平成 21 年度の結果よりも高い評価であったことは，「福井大学方式」が受講者に理解されつつあり，
「落ち着いて」受講していたことを示していると受け止めている。 
 
平成 22 年度の受講者評価（必修領域）    （単位：受講者数は人，それ以外は％） 
区分
 No 








1 8/4～8/5 教育実践と教育改革Ⅰ 62 38.2 55.9 5.9 0.0 
2 8/9～8/10 教育実践と教育改革Ⅰ 117 44.0 50.0 5.7 0.3 
3 8/18～8/19 教育実践と教育改革Ⅰ 112 50.3 43.8 5.4 0.6 
必修計 291 45.2 48.9 5.6 0.3 
選択Ａ
 
1 8/6 教育実践と教育改革Ⅱ 29 63.2 34.5 2.3 0.0 
2 8/11 教育実践と教育改革Ⅱ 40 59.2 38.3 2.5 0.0 
3 8/20 教育実践と教育改革Ⅱ 31 54.8 40.9 4.3 0.0 
選択 A 計 100 59.0 38.0 3.0 0.0 
【参考：平成 21 年度の受講者評価（必修領域）】 
必修計 481 42.6 47.5 9.4 0.5 
選択 A 計 334 48.4 44.8 6.6 0.2 
 
(2) 更新講習運営経費 
福井県全体の教員数は，約 8 千人とも言われているので，更新講習の対象者数は，毎年，600～700 人程度という
ことになる。特に，選択では，受講者が少なくても開講している状況である。ちなみに，受講者数 10 人以下の選択
講習は，平成 21 年度は 51 講習中 18 講習（35％），平成 22 年度は 33 講習中 14 講習（42％）である。講習に係る全




(3) 平成 23 年度更新講習に向けての取組 
①講習計画の立案 
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もらった。もちろん，医学部，工学部の担当者にも示して，講習開設の協力を依頼した。 





上記①の結果を踏まえて，必修講習は 8 回（夏季休業中 5 回，冬季休業中 1 回，1 学期中 1 回，2 学期中 1 回），
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(3) 福井大学教育地域科学部・大学院教育学研究科「教育実践と教育改革」2009 年度報告書，2010 
(4) 福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻「教職大学院 Newsletter No.6／No.16／No.19」，2008/2009/2010 
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